
●学校だより「明倫」 №１６                令和７年 ９月 １日 

 

■「学ぶ」、「学び合う」とは…… 

 

私事になりますが、この夏休み中に、兵庫県内の定時制高校の校長を以前に務めた方と

話をする機会がありました。 

 

この学校に通う生徒は、いわゆる高校生の年齢に該当する１６～１８歳の日本人だけで

はありません。学び直しをしたい年輩の方（なかには、かなり高齢の方もいます）や日中

は仕事をしている外国の方（中国やベトナム等）も通っています。 

定時制ですので、夕方から学校生活がスタートします。まずは給食です。日中は仕事を

している生徒がほとんどなので、お腹ペコペコで登校し、楽しく美味しく食べます。 

そして授業です。学び直しをしたい年輩の方は、小中学校の基礎的な内容から勉強して

います。外国の方は、仕事や日常生活で必要となる日本語の読み書きを勉強します。もち

ろん、体育もありますが、健康に不安を抱える年輩の方は、できることにはチャレンジし

ますが、健康第一で無理はせずに、他の生徒の応援する場面が多くなります。 

 

このような学校生活ですが、通っている生徒のほとんどが笑顔です。 

基礎的なことを学び直す年輩の方は、「若いときに、やんちゃをせずに真剣に勉強して

おけばよかったなあ。」「こんな仲間ともっと早くに出会えていたら、ちゃんと学校に行け

ていたかもなあ。」、日本語を学ぶ外国の方は、自分の名前がカタカナで書けるようにな

り、「この字（カタカナ）は私の宝物だ。」、１６～１８歳の日本人の生徒も、年輩の方や

外国の方の真剣な学びに刺激を受け、「義務教育が終わっても勉強できるって、本当は幸

せなことなんだなあ。」等の声を聞くことができます。 

 

とても悲しい出来事もありました。 

卒業を目前に控えたご高齢の方が体調を崩し、そのまま帰らぬ人となってしまったので

す。クラスの仲間は「一緒に卒業したかった。」と号泣し、その方にも卒業証書を渡して

ほしいと校長先生にお願いしました。校長先生はもちろん快諾し、卒業証書をご自宅まで

届けに行ったそうです。 

こんな話を聴き、本来の学び・学び合いがこの高校にはあるような気がしました。 

 

府中っ子の２学期が、本日からスタートしました。普段の授業で、また運動会等の行事

で「自分事」「自分たち事」の学びを府中っ子と先生たちとで一緒に創っていく２学期に

なればと願っています。 

（校長  山本 考一） 

 

裏面に続く 

 



 

お知らせ 

 

「豊岡市立学校における勤務時間外の電話対応について」を配布しています。 

本校の教職員が、時間的・精神的な余裕をもって子どもたちに接してこそ、府中小学 

校の教育活動がよりよいものとなります。ご理解・ご協力をよろしくお願いします。 

 

◇授業日（平日） １７：００（これまでは１８：００）～ 翌朝 ７：３０ 

 

毎週木曜日を定時退勤日とし、教職員は１８時までには退勤します。ご理解・ご協力を

よろしくお願いします。 

 また、必要に応じて、学校からお電話をさせていただき、つながらない場合は着信履

歴が残りますが、翌日以降に、改めて学校からご連絡させていただきます。 

なお、緊急を要する場合は、豊岡市役所 0796-23-1111にご連絡ください。 

 

 

 

●〇● ９月の行事予定 ●〇● 

 

 １日（月） 安全の日 

着任式 ※ALTとしてジェイデン先生が着任しました。 

始業式（給食なし）      ＊１１：３０ 一斉下校 

 ２日（火） 給食開始、午前中授業     ＊１３：００ 一斉下校 

 ３日（水） 午前中授業          ＊１３：００ 一斉下校 

 ４日（木） ５時間授業          ＊１４：４５ 一斉下校  

 ５日（金）  ５時間授業          ＊１４：４５ 一斉下校 

１０日（水） 読み聞かせ 

１２日（金） 委員会活動（５・６年） 

１５日（月） 敬老の日 

１６日（火） 安全の日 

１９日（金） 運動会係打合せ①（５・６年） 

２３日（火） 秋分の日 

２５日（木） 児童集会、運動会係打合せ②（５・６年） 

２６日（金） 運動会前日準備（５・６年） 

２７日（土） 運動会 

２８日（日） 運動会予備日 

２９日（月） 振替休業日 

 

 

校長ブログ：府中っ子の学校での様子をお伝えします。（パスワード：０７１５） 

 

学校教育目標「自分を伸ばす みんなで高め合う 府中っ子～「自分事」「自分たち事」となる学びの創造～」 

 

PTAスローガン「絆とつながり～学校と地域で子どもたちの未来を育む～」 

 夏休み後の学校生活に徐々に慣れていけるよ

う、スロースタートで段階的に教育活動を進め

ていく予定にしています。   


